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T-1220の 泌 尿 器科 領域 にお け る使 用経 験

小野寺昭一 ・町田豊平 ・岡崎武二郎

東京慈恵会医科大学泌尿器科学教室

新 し く開 発 され た 半 合成 ペ ニ シ リン系 抗 生 物 質 で あ る

Sodium6-[D(一)-α-(4-ethyl-2, 3-dioxo-1-piperazine

carboxamido)-α-phenylacetamido]penicillanateは,ア

ミノベ ンジ ル ペ ニ シ リ ンの 誘 導体 の 一 つ で あ る。 他 のペ

ニ シ リ ン剤 と同様,広 範 な抗 菌 作 用 を有 す るが,と くに

Ps.aerugimosa,1ロ ぬmamoniaeお よ びProteZtSに す ぐれ た

抗 菌 力 を持 つ とい わ れ て い る。

今 回,わ れ われ は本 剤 を尿 路 お よ び 性 器 感 染 症 患 者 に

投 与 し治 療 を行 な っ た の で,そ の 臨 床 効 果 につ い て報 告

す る,

1. 対 象

症 例 は慈 恵 医 大 泌 尿 器 科 外 来 患 者 お よ び 入 院 患 者,計

24例 で,男 子14例,女 子10例 で あ っ た 。 対 象 患 者 は,

単 純 性 尿 路 感 染 症(急 性 膀 胱 炎3例,急 性 腎 盂 腎 炎2

例,淋 菌 性 尿 道 炎1例),複 雑 性 尿 路 感 染 症(慢 性 腎 盂 腎

炎3例,慢 性 膀 胱 炎1例,放 射 線 性 膀 胱 炎1例,そ の 他

の 尿 流 障 害 を 伴 う尿 路 感 染 症5例),性 器 感 染症(急 性 前

立 腺 炎3例,急 性 副 睾 丸 炎3例)お よ び 腎膿 瘍,術 後 の

瘻 孔 形 成 が それ ぞれ1例 で あ った 。

分 離 起 炎 菌 別 で は,E.coli7例,Klebsiella5例,Psan

mones3例,Stophylococcus3例,Protezes, Enterobacter,

Arigone,Gonococcusは そ れ ぞ れ1例 ず つ で あ っ た。

II. 投 与 方 法

外 来 患 者 に 対 して は,1回2～39をOneshot静 注

で1日1回 投 与 し,入 院 患 者 に は1回3gを1日2回 点

滴静注した。その投与期間は,中 止例を除いて4日 から

14日 までであり,平 均7日 であった。

III. 効 果 判 定

効果判定は発熱,腰 痛などの自他覚症状の改善と細菌

尿の消長によって判定し,こ れ らの臨床所見の改善度に

より,著 効,有 効,無 効の3段 階に分けて評価 した。

IV. 臨 床 成 績

急性膀胱炎,急 性腎盂腎炎などの単純性尿路感染症の

外来患者計6例 に対して,本 剤2～39をOneshot静

注行なった結果はTable1に 示 した。副作用のため中止

とした1例 を除 き5例 すべてに著効を示し,1日1回 の

投与で も非常に良い結果が得られた(Table1)。

Table2は,カ テーテル留置例や尿流障害を有する,

いわゆる慢性複雑性の尿路感染症に対する臨床成績であ

る。放射線性膀胱炎,膀 胱結石を伴 う慢性膀胱炎に対し

ては効果がみられず,尿 路結石を伴 う慢性腎盂腎炎の3

例は1例 のみ有効で,2例 は無効であった。

前立腺あるいは尿道に起因する下部尿路通過障害を伴

う慢性複雑性尿路感染症5例 に対する治療成績は,発 疹

のため中止した1例 を除き,有 効3例,無 効1例 という

成績であった(Table2)。

急性副睾丸炎,急 性前立腺炎などの性器感染症6例 に

対しては,著 効2例,有 効4例 と良い効果を示 した。そ

の他,起 炎菌が検出されない腎膿瘍の症例は著効を示し,

また術後の瘻孔形成の症例は無効であった(Table3)。

Table 1 Clinical result of uncomplicated UTI 
(6 Cases)
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以上を病因別に分けて,本 剤の泌尿器科感染症に対す

る有効率をみると,単 純性尿路感染症では有効率100%,

複雑性尿路感染症44%,性 器感染症100%,そ の他50

%と な り,全 症例を総合すると有 効率73%と な った

(Table 4)。

いっぽう,起 炎菌別の効果をみると, E. coli7例 中,

著効 な い し有 効7例, Klebsiella 4例 中,著 効1例,無 効

3例, Psendbmonas3例 中3例 に 有 効, Staphylococcusは1

例 に有 効,1例 に無 効, Gonococcusに は著 効, Enterobacter

に は 有 効, Proteus, Arizonaに は 無 効 とい う成 績 で あ っ

た 。

Table 2 Clinical result of complicated UTI 
(10 Cases

Table 3 Clinical result of infection of genital organ and others Cases)
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V.副 作 用

本剤使用中副作用を示したものは24例 中2例 であ り,

1例 は本剤29をOne shot静 注後,強 い嘔気,嘔 吐を

認めて中止し,他 の1例 は本剤69を 点滴静注後翌 日,

全身に中毒疹が認められ中止とした。その他,血 液検査

所見(RBC, WBC, Hb, Ht),腎 機 能(BUN, S-Cr),

肝機能(GOT,GPT)に お いて異常を示 した ものは1例

も認められなかった。

VI. 考 察

泌尿器科領域における感染症は,急 性膀胱炎に代表さ

れる単純性の ものと,異 物あるいは尿流障害などの基礎

疾患を有する慢性複雑性の もの,そ れに加 えて副睾丸,

前立腺などの性器感染症の3つ に大別 される。

今回,わ れわれも泌尿器科感染症を大 きく3群 に分け

て本剤を投与した。この うち,性 器感染症および急性単

純性の尿路感染症に対しての治療は,本 剤1日1回 の投

与でも11例 中著効7例,有 効4例 と極めて良い結果を

示した(Table 1, 3)。 これは本剤の抗菌力の強いことを

物語るものであると考える,

つ ぎに複雑性の尿路感染症に対する効果であるが,一

般に泌尿器科領域における複雑性の感染症は,長 期間の

化学療法の結果,難 治性 となっていることが多い。また

対象となる菌 も,緑 膿菌,変 形菌, Klebsiellaなどのグラ

ム陰性桿菌がほとんどであり,日 常その対策に悩まされ

る問題である。事実,合 成ペニシリン剤による尿路感染

症の治療効果は急性単純性のもので有効率が80～90%と

されるのに対して,慢 性複雑性の ものは35～60%と す

る報告が多い1)～6)。

今 回のわれわれのT-1220に よ る尿路慢性炎症に対す

る有効率は44%で あ り,従 来の成績を著明に上回るも

のではなかった。それを起炎菌別にみると,. Psezntbmonas

に対 しては100%, Klebsiellaに 対 しては25%, Entero-

bacterには10096(1例 のみ), Proteus, Arizoneに は無効

という結果であった。少ない症例数から結論は出せない

が, Psendomonasに 対 する本剤の効果はわれわれの予想以

上の ものがあり,評 価 されるに足るものと考 えられる。

いっぽう, Klebsiella, Proteusに 対する有効率の低 さに関

しては,今 後 さらに多数症例による検討が必要であ り,

特 にその投与量,投 与方法についての基準設定が待たれ

る。また,い わゆる重症感染症に対しては,一 種薬剤の

単独投与のみでは不充分なことが多いことから,本 剤に

ついて もGM, DKBな どのアミノ配糖体系薬剤との併

用療法についての今後の検討 も必要 と思われる。

結 語

尿路性器感染症の患者24例 に対してT-1220 1回1～

3gを 静脈内投与 し,次 の結果を得た。

単純性尿路感染症6例 に対し,著 効5例,判 定不能1

例。複雑性尿路感染症10例 に対し,有 効4例,無 効5

例,判 定不能1例 。性器感染症6例 に対 し,著 効2例,

有効4例 。その他,有 効,無 効1例 ずつであ り,以 上を

総合した有効率は73%で あった。

副作用は24例 中2例 に認められ,1例 は嘔気,嘔 吐

の消化器症状,他 の1例 は中毒疹が認められたが,重 篤

な状態に至 らなかった。その他,腎 機能(BUN, S-Cr),

肝機能(GOT, GPT),血 液一般所見(RBC, WBC, Hb,

Ht)に 異常を示したものは1例 も認められなかった。
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CLINICAL USE OF T-1220 IN URINARY TRACT INFECTIONS 

SHOICHI ONODERA, TOYOHEI MACHIDA and TAKE JIRO OKAZAKI 
Department of Urology, The Jikei University School of Medicine 

(Director Prof. TOYOHEI MACHIDA)

T-1220 was tried on the 24 cases of urinary tract infection. 
1) The drug was given intravenously in dose of 1 to 3 grams, 1 or 2 times a day. 
2) Clinical results were evaluated as follows ; excellent in 8, good in 8, fair in 

6 and overall efficacy was 73% of 24 cases. 
3) 1 case was found to have nausea and vomiting and another had skin rush as 

the side effect. 
In any case, no serious complication was observed.


